
























 

7 条-10 

2.2.2 出入管理 

業務上，常時立ち入ろうとする者（以下，「常時立入者」という。）については，その身分及

び立入りの必要性を確認の上，当該者に立入りを認めたことを証明する書面等（以下，「証明

書等」という。）を発行し，立入りの際に所持させ，立入りの間，常に胸部等の容易に確認で

きる部位に取り付けさせている。 

常時立入者以外の者については，その身分及び立入りの必要性を確認の上，当該者に証明書

等を発行し，立入りの際に所持させ，立入りの間，常に胸部等の容易に確認できる部位に取り

付けさせている。 

常時立入者以外の者が防護区域及び周辺防護区域に立ち入る場合には，当該区域内において

常時立入者を同行させ，防護のために必要な監督を行わせている。 

なお，当該区域の境界にＩＤカード読取装置を設置し，出入管理を行っている。 

業務用の車両として防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域に立ち入る車両については，

その立入りの必要性を確認の上，証明書等を発行し，立入りの際に掲示させている。 

なお，業務用の車両以外の車両の防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域への立入りを原

則禁止※している。 

※当該区域に立ち入ることが特に必要な車両であって，特定核燃料物質の防護上支障がないと

認められるものを除く。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 5号，第 6号] 

 

2.3 探知施設 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域における監視を効果的に行うため，監視装置によ

る監視をモニターにより集中的に行うことのできる見張人の詰所を設けている。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域等への人の侵入を確認することができる侵入検知

器や監視カメラ等の監視装置により監視を行うとともに，当該区域を巡視している。 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口を施錠するとともに，人の侵入を検知し

表示することができる装置を設置している。 

特に必要な場合には，監視カメラを用いる等の方法により常時監視している。 

 [実用炉規則第 91条第 2項第 4号，第 8号，第 11号，第 12号，第 22号] 

 

2.4 通信連絡設備 

見張人の詰所に，ＰＨＳ，固定電話等を確保し，関係機関等への通信連絡を迅速かつ確実に

行うことができるようにしている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 22 号] 

 

枠囲みの内容は機密情報に属しますので公開できません 

  



 

7 条-11 

2.5 持込み確認 

防護区域，周辺防護区域及び立入制限区域の出入口において，発電用原子炉施設に不正に爆

発性又は易燃性を有する物件その他人に危害を与え，又は他の物件を損傷するおそれがある物

件の持込み（郵便物等による発電所外からの爆破物及び有害物質の持込みを含む。）が行われな

いように持込み点検を行っている。 

また，必要な区画において，金属を探知することができる装置を用いて点検を行っている。 

なお，放射線管理区域の出入口において，放射性物質が持ち出されていないことを設備によ

り確認するとともに，使用済燃料の輸送時には，計画された燃料のみが搬出されていることを

確認している。 

点検において不審と認められる場合には，直ちに関係機関等へ連絡するとともに，不審者か

ら隔離距離を取る等の必要な措置を行うこととしている。 

[実用炉規則第 91 条第 2項第 8号] 

 

2.6 不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）への対応 

不正アクセス行為（サイバーテロを含む。）に対しては，発電用原子炉施設及び特定核燃料物

質の防護のために必要な設備又は装置の操作に係る情報システムが，電気通信回線を通じて妨

害行為又は破壊行為を受けることがないように，電気通信回線を通じた当該情報システムに対

する外部からのアクセスを遮断する措置を講じている。 

また，防護された区域内においても，施錠管理により当該情報システムへの不法な侵入を防

止するとともに，許可されていない機器（ノートＰＣ）等を当該情報システムへ接続させない

ように，関係者以外のアクセスを防止する措置を講じている。さらに，当該情報システムに対

する妨害行為又は破壊行為が行われる恐れがある場合又は行われた場合において，迅速かつ確

実に対応できるように情報システムセキュリティ計画を定めている。 

[実用炉規則第91条第2項第18号，第19号] 
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